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五
八
（
三
一
二
）

棚
卸
資
産
評
価
に
っ
い
て
の

　
　
　
　
　
現
行
税
法
を
め
ぐ
つ
て

考
察

寺
　
　
島

平

一
、

二
、

三
、

四
、

五
、

六
、

七
、

八
、

は
し
が
き

間
題
の
展
開

原
価
の
意
義

棚
卸
資
産
評
価
法

原
価
法
の
具
体
的
内
容

時
価
法
の
適
用
と
そ
の
坂
扱

評
価
方
法
の
継
続

む
す
び

　
棚
卸
資
産
の
評
価
は
、
企
業
に
属
す
る
他
の
存
種
財
産
Ｏ
評

価
と
同
様
に
、
複
式
簿
記
機
構
の
太
・
質
的
特
徴
と
し
て
、
貸
借

対
照
表
と
損
益
計
算
書
の
双
方
に
直
ち
に
重
要
な
影
響
を
与
え

る
か
ら
、
商
工
い
づ
れ
の
企
業
を
問
わ
ず
最
も
困
難
な
、
し
か

も
最
も
重
要
な
部
分
で
あ
る
。

　
伝
統
的
貸
借
対
照
表
は
、
一
定
時
点
に
お
け
る
企
業
の
財
政

状
態
を
表
示
す
る
財
政
報
告
書
（
ヲ
貝
一
弓
邑
宍
｛
◎
ヰ
）
と
し

て
、
債
権
考
保
護
、
信
用
目
的
の
た
め
に
、
そ
れ
が
近
代
的
企

業
会
計
に
お
け
る
よ
り
一
層
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
↓

て
鮒
卸
資
産
評
価
の
た
め
に
一
般
に
是
認
さ
れ
た
概
念
は
「
過

小
表
示
、
保
守
主
義
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
」

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
貸
借
対
照
表
目
的
（
財
産
計
算
的
目
的
）

の
た
め
の
保
守
主
義
撮
念
は
一
つ
の
美
点
と
し
て
称
賛
さ
れ
て



■

い
た
、
し
か
し
保
守
的
貸
借
対
照
表
は
、
後
○
損
益
勘
定
に
結

果
し
、
継
続
的
に
経
営
活
動
を
営
ん
で
い
る
と
こ
ろ
○
い
わ
ゆ

る
、
コ
ゥ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ン
の
貸
借
対
照
表
即
ち
決
算
貸
借

対
照
表
と
し
て
は
、
常
に
必
ず
保
守
的
た
り
得
な
い
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

　
近
代
会
計
の
進
歩
は
債
権
者
目
的
の
立
場
よ
り
、
損
益
計
算

書
目
的
即
ち
経
営
活
動
の
期
間
成
績
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を

経
営
者
は
勿
論
広
く
企
業
の
一
般
利
害
関
係
者
に
報
告
す
る
と

い
う
立
場
が
慶
頭
し
、
静
態
的
、
彩
式
的
な
期
末
財
産
価
値
の

評
価
、
従
っ
て
資
本
計
算
よ
り
企
業
収
益
力
の
判
断
、
貸
借
対

照
表
か
ら
損
益
計
算
書
へ
重
点
を
移
行
し
、
動
態
的
会
計
諸
原

則
が
確
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
か
く
て
現
代
会
計
の
中
心
問
題
は
、
費
用
収
益
評
価
、
す
な

わ
ち
期
間
収
益
に
対
す
る
期
間
費
用
の
対
応
に
よ
り
て
期
間
利

益
を
確
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
棚
卸
資
産
の
計
算
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
貸
借
対
照
表
と
損

益
計
算
書
○
両
者
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
期
末
棚
卸
資
産
の
決

定
は
、
損
益
計
算
上
当
期
の
収
益
に
対
し
て
幾
何
額
が
当
期
費

　
　
棚
卸
資
産
評
価
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
寺
島
）

用
と
し
て
負
担
せ
ら
る
べ
き
一
か
、
即
ち
棚
卸
資
産
の
費
用
部
分

を
決
定
し
、
ン
、
し
て
幾
何
額
が
将
来
Ｏ
年
度
の
負
担
と
し
て
繰

越
さ
る
べ
き
か
を
決
定
す
る
、
繰
越
さ
る
べ
き
部
分
は
貸
借

対
照
表
に
資
産
と
し
て
、
　
　
い
わ
ば
繰
越
流
動
資
産
と
し
て

－
－
－
評
価
計
上
さ
れ
、
将
来
の
期
間
収
益
に
対
す
る
コ
ス
ト
と

し
て
チ
ャ
ー
ヂ
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
前
の
わ
が
国
法
人
税
、
所
得
税
は
勧
告
書
も

指
摘
し
て
い
る
様
に
棚
卸
資
産
の
経
理
方
法
は
加
重
平
均
法
唯

一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
地
調
査
の
結
果
は
、
事
業
年
度
中

実
際
に
購
入
し
た
商
品
の
取
得
原
価
を
評
価
滅
叉
は
割
引
す
る

こ
と
が
黙
認
さ
れ
て
い
た
、
こ
の
制
度
を
止
め
る
よ
う
勧
告
し

た
。
そ
の
代
り
に
「
法
人
、
個
人
の
正
確
な
る
所
得
を
最
も
正

し
く
見
積
る
た
め
に
、
棚
卸
資
産
の
経
理
の
種
六
の
形
態
が
必

要
で
あ
る
。
あ
る
産
業
に
と
っ
て
は
、
後
入
先
出
法
（
－
邑
．
ヲ

饒
亨
８
巨
買
入
逆
法
）
叉
は
正
常
在
高
法
（
；
；
峯
一
。
。
８
２

冒
ｏ
｝
＆
）
を
用
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
あ
る
産
業
に
と
っ
て
は
、
先
入
先
出
法
（
苧
亭
ヲ
ー
尋
．
◎
一
、
一

買
入
順
法
）
が
望
ま
し
い
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
（
三
ニ
ニ
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

濫
用
と
税
の
回
避
を
防
止
す
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、
納
税

者
を
し
て
一
つ
の
方
法
又
は
他
の
方
法
の
何
れ
か
を
選
択
す
る

こ
と
を
要
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
以
後
は
そ
の
方
法
に
一
貫
し

て
従
っ
て
ゆ
か
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
」
と
勧
告
し
て
い
る
。
そ

の
後
昭
和
二
十
五
年
の
改
正
に
よ
り
著
し
く
整
備
さ
れ
る
に
至

っ
た
が
、
こ
の
度
昭
和
二
十
六
年
「
商
法
と
会
計
原
則
と
の
調

整
に
関
す
る
意
見
書
」
に
ひ
き
つ
づ
い
て
「
税
法
と
企
業
会
計

原
則
と
の
調
整
に
関
す
る
意
見
書
」
が
企
業
会
計
基
準
審
議
会

か
ら
公
表
さ
れ
た
。

　
本
稿
は
企
業
資
産
申
大
な
割
合
を
占
め
る
棚
卸
資
産
の
評
価

に
つ
い
て
、
現
行
税
法
の
規
定
を
参
照
し
つ
つ
述
べ
よ
う
と
試

み
’
た
も
の
で
あ
る
。

　
誼
　
一
一
烹
＞
・
８
冒
葦
胴
カ
婁
ポ
尋
一
九
五
〇
年
年
七
月
号
に
掲
載
さ

　
　
れ
て
い
る
○
ｃ
彗
；
♀
－
・
睾
◎
邑
氏
の
論
稿
、
く
巳
冒
ま
目
ｇ
ヨ
・

　
　
き
暮
三
８
に
負
ふ
と
こ
ろ
大
で
あ
る
、
、
ま
た
本
稿
は
、
立
命
館
経

　
　
済
学
、
第
一
巻
・
第
三
号
拙
稿
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｏ
価
格
指
数
構
成
指
法
と

　
　
関
連
し
て
取
扱
い
、
本
学
の
経
商
研
究
会
に
１
昨
年
雅
表
し
た
も
の

　
　
で
あ
る
、
し
か
し
そ
の
報
一
青
通
り
の
も
の
で
は
な
い
、
、

二

六
〇
（
三
一
四
）

　
一
般
に
棚
卸
資
産
は
、
商
業
経
営
に
お
い
て
、
こ
れ
を
商
品
、

未
着
品
、
及
び
積
送
晶
に
分
ち
、
工
業
経
営
は
、
こ
れ
を
原
料

（
叉
は
材
料
）
、
消
耗
品
（
貯
蔵
品
）
、
仕
掛
品
、
部
分
品
（
中

間
製
品
叉
は
半
製
品
）
、
製
品
、
、
副
産
物
に
分
っ
て
会
計
整
理

す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

　
ま
た
棚
卸
資
産
の
評
価
と
い
う
と
き
に
は
、
そ
こ
に
は
二
つ

の
場
合
が
あ
る
。
一
つ
は
会
計
期
間
中
に
行
わ
れ
る
評
価
で
あ

っ
て
、
商
品
販
売
ま
た
は
原
料
消
費
の
場
合
に
お
け
る
消
費
数

量
と
消
費
価
額
（
払
出
価
額
）
の
評
価
と
、
他
は
会
杜
期
末
に

行
わ
れ
る
評
価
即
ち
期
末
棚
卸
の
際
に
お
け
る
棚
卸
資
産
の
数

量
と
そ
の
貨
幣
価
値
評
価
で
あ
る
、

　
ア
メ
リ
カ
会
計
士
協
会
の
会
計
手
続
委
員
会
は
（
、
－
一
一
崔
（
〕
ｏ
－

旨
；
｛
暮
８
◎
目
＞
ｏ
ｏ
９
一
け
一
－
売
、
『
◎
ｏ
¢
穿
一
屋
亀
｝
¢
声
旨
¢
ユ
ｐ
冒

Ｈ
屋
幸
一
箒
◎
〔
＞
ｏ
８
一
巨
彗
員
）
　
棚
卸
資
産
会
計
に
つ
い
て
、

ミ
主
な
目
的
は
実
現
し
た
所
得
○
適
当
な
決
定
を
す
る
た
め
に

は
、
収
益
（
３
毒
…
轟
）
に
対
す
る
適
当
な
費
用
（
８
．
ｎ
£
の



対
応
で
あ
る
〃
と
定
め
て
お
り
、
国
内
収
入
規
則
も
、
（
〇
一
箒
『
、

量
二
ざ
き
巨
５
０
己
○
）
、
そ
れ
ら
は
明
瞭
に
所
得
を
反
映
す

る
こ
と
（
所
得
を
最
も
明
瞭
に
表
示
す
る
方
法
旨
畠
一
〇
Ｈ
ｇ
・
．

与
；
ま
９
暴
手
¢
｛
目
８
冒
¢
）
継
続
的
に
使
用
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
基
本
的
要
求
と
し
て
い
る
。

　
今
巳
展
友
論
議
さ
れ
で
い
る
棚
卸
方
法
は
、
棚
卸
資
産
と
し

て
繰
越
さ
る
べ
き
商
品
原
価
よ
り
、
販
売
さ
れ
た
商
品
原
価
の

決
定
、
即
ち
当
斯
の
費
用
と
し
て
負
担
す
べ
き
費
用
部
分
を
決

定
す
る
こ
と
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

　
先
入
先
出
法
（
ヨ
尋
－
ヲ
饒
冨
？
◎
鼻
）
は
期
末
在
高
或
い
は
期

間
中
最
初
に
入
手
し
た
も
の
か
ら
順
次
払
出
さ
れ
た
も
の
と
し

て
、
従
っ
て
販
売
さ
れ
た
商
品
原
価
と
し
て
負
担
さ
れ
る
と
仮

定
す
る
も
の
で
あ
り
、
期
末
在
高
を
基
準
と
し
て
、
叙
述
す
る

な
ら
ば
、
ラ
ス
ト
・
イ
ン
・
オ
ン
・
ハ
ン
ド
と
称
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
に
対
し
て
、
後
入
先
入
法
（
一
邑
ま
饒
尋
－
◎
巨
）
は
払
出

さ
れ
た
商
品
に
つ
い
て
、
販
売
さ
れ
た
商
品
原
価
と
し
て
負
担

さ
れ
る
の
は
、
先
入
先
出
法
と
は
反
対
の
仮
定
を
叙
述
す
る
。

従
っ
て
こ
れ
は
、
フ
ァ
ス
ト
・
イ
ン
・
オ
ン
・
ハ
ソ
ド
棚
卸
基

　
　
　
棚
卸
資
産
評
価
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
寺
島
）

準
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
二
つ
○
仮
定
は
、
い
づ
れ
も
費
用
が
関
係
収
益
に
対

し
て
対
応
さ
れ
た
後
は
、
将
来
の
年
度
の
た
め
に
貸
借
対
照
表

に
計
上
し
、
次
期
に
繰
越
す
た
め
の
剰
余
額
（
；
。
。
己
一
一
一
、
一
・
、
；
．

自
巨
）
で
あ
る
。

　
然
る
に
棚
卸
は
、
販
売
さ
れ
た
商
品
の
原
価
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
決
定
さ
れ
る
の
か
、
叉
は
販
売
さ
れ
た
商
品
原
価

は
棚
卸
に
残
っ
て
い
る
剰
余
額
を
決
定
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る

の
で
あ
る
か
の
問
題
が
存
す
る
。
実
際
問
題
と
し
て
販
売
さ
れ

た
商
品
原
価
は
展
共
手
詐
有
高
を
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

残
り
の
も
の
を
販
売
さ
れ
た
商
品
原
価
と
し
て
負
担
せ
し
め
こ

と
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

　
企
業
会
計
原
則
は
「
原
料
、
仕
掛
品
、
製
品
、
半
製
品
、
副

産
物
、
商
品
」
等
の
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
購
入

原
価
で
評
価
す
べ
き
旨
を
規
定
し
て
い
る
が
、
会
計
原
則
に
お

い
て
決
算
評
価
を
行
う
の
は
、
現
在
価
値
を
決
定
す
る
た
め
で

は
な
く
、
む
し
ろ
期
間
の
売
上
原
価
の
決
定
の
た
め
で
あ
る
。

例
え
ば
商
品
の
場
合
に
は
、
期
首
在
高
と
仕
入
高
と
の
会
－
計
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
（
＝
二
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
晋
）

売
上
商
品
原
価
と
期
末
商
品
原
価
と
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
　
期
首
在
高
十
仕
入
高
Ｈ
商
品
売
上
原
価
十
期
末
商
品
原
価

　
棚
卸
資
産
の
消
費
量
の
計
算
は
、
棚
卸
法
と
継
続
記
録
法
と

の
二
つ
が
あ
る
。
実
地
棚
卸
法
と
継
続
棚
卸
法
に
よ
る
帳
簿
在

高
は
、
目
滅
、
掛
目
、
滅
損
、
破
損
等
何
ら
か
の
原
因
で
一
致

　
　
　
　
　
　
　
　
註
１

し
な
い
の
が
普
で
あ
る
。

　
　
帳
簿
棚
卸
－
実
地
棚
卸
Ｈ
棚
卸
消
耗

　
法
人
税
渋
施
行
規
則
第
二
十
一
条
一
号
の
棚
御
資
産
評
価
に

関
す
る
規
定
は
、
期
末
棚
卸
資
産
の
価
額
決
定
に
関
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、
期
間
中
に
お
け
る
払
出
価
額
決
定
に
関
す
る
も
の

で
は
な
い
。

　
註
－
　
棚
卸
法
は
、
繰
越
及
び
買
入
又
は
製
造
総
最
か
ら
期
末
現
在

　
　
高
を
差
引
い
た
も
の
を
消
費
さ
れ
た
も
の
と
す
る
の
で
期
末
現
在

　
　
高
の
評
価
が
決
ま
ら
な
け
れ
ば
消
費
価
額
も
決
ま
ら
な
い
、
、

三

　
吾
々
が
当
期
と
将
来
の
期
間
に
総
原
価
割
当
の
過
程
に
お
け

る
一
段
階
と
し
て
の
棚
卸
に
注
意
し
た
時
、
棚
卸
は
原
価
を
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
（
二
二
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
２

準
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
企
業
会
計
原
則
は
「
貸
借
対
照
表
に
記
載
す
る
資
産
の
価
額

は
、
原
則
と
し
て
当
該
取
得
原
価
を
基
礎
と
し
て
計
上
す
る
。
」

（
貸
借
対
照
表
原
則
五
）
こ
と
を
主
張
し
、
ま
た
「
棚
卸
資
産

の
取
得
原
価
は
、
実
際
購
入
原
価
叉
は
平
均
購
入
原
価
に
よ
る
」

こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
。
そ
こ
亡
取
得
原
価
と
は
何
か
と
い

う
問
題
が
生
ず
る
。

　
改
正
法
人
税
法
取
扱
通
達
に
よ
れ
ば
「
た
な
卸
資
産
の
取
得

価
額
（
製
作
価
額
を
含
む
）
と
は
、
当
該
た
な
卸
資
産
を
取
得

す
る
た
め
に
要
し
た
一
切
の
費
用
を
指
し
、
先
づ
他
か
ら
購
入

し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
た
な
卸
資
産
の
買
入
手
数
料
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詩
３

引
取
運
賃
、
荷
役
費
、
保
険
料
、
関
税
等
の
費
用
を
含
む
、

　
次
に
自
家
生
産
品
に
つ
い
て
は
、
間
接
材
料
費
、
聞
接
経
費

等
を
含
む
も
の
と
し
、
買
入
事
務
、
検
収
、
整
理
等
に
要
し
た

費
用
そ
の
他
の
一
般
経
費
の
よ
う
な
も
の
は
法
人
が
取
得
価
額

に
算
入
し
た
場
合
に
隈
り
、
こ
れ
を
取
得
価
額
に
算
入
す
る
も

○
と
し
、
半
製
品
、
仕
掛
品
Ｏ
原
価
は
直
接
費
間
接
費
の
一
切

の
費
用
を
含
む
こ
と
を
原
則
と
し
、
た
だ
間
接
経
費
の
計
算
が



困
難
な
と
き
は
、
例
外
的
に
原
価
に
含
め
な
く
て
も
よ
い
こ
と

を
定
め
て
い
る
（
法
人
税
法
取
扱
通
達
一
八
○
苦
）
。

　
ま
た
買
入
事
務
、
検
収
、
整
理
等
に
要
し
た
費
用
は
、
棚
卸

資
産
の
取
得
価
額
に
算
入
し
在
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
が
、

法
人
が
こ
れ
ら
を
取
得
価
額
に
算
入
し
た
と
き
は
こ
れ
を
認
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
従
っ
て
、
棚
卸
資
産
の
取
得
価
額
計
算
に
つ
い
て
、
買
入
事

務
、
検
収
、
整
理
等
に
要
し
た
費
用
、
そ
の
他
一
般
管
理
費
や

半
製
品
、
仕
掛
品
の
間
接
経
費
は
取
得
価
額
に
含
め
て
も
よ
く
、

反
対
に
含
め
な
く
と
も
よ
い
こ
と
と
な
っ
た
が
、
但
し
こ
の
場

合
一
た
ん
選
択
し
た
方
法
は
、
各
事
業
年
度
継
続
し
て
取
得
価

額
計
算
方
法
と
し
て
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
変
更

に
つ
い
て
は
棚
卸
資
産
の
評
価
方
法
と
同
様
に
税
務
署
長
の
承

認
を
要
す
る
（
通
達
一
八
○
ノ
ニ
）
、
こ
と
と
な
り
、
継
続
性
の

原
則
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、

　
要
す
る
に
原
価
（
取
得
価
額
）
と
は
取
得
す
る
た
め
に
要
し

た
一
切
の
費
用
、
そ
れ
が
現
在
の
条
件
と
場
所
え
商
品
を
も
た

ら
す
た
め
に
発
生
し
た
充
当
支
出
と
直
接
間
接
の
費
用
総
額
で

　
　
棚
卸
資
産
評
価
に
１
つ
い
て
の
一
考
察
（
寺
島
）

あ
る
と
定
義
さ
れ
よ
う
、
一
般
原
則
は
有
の
如
く
比
較
的
簡
単

で
あ
る
が
、
ン
、
の
特
殊
項
目
の
割
当
に
つ
い
て
多
く
の
抜
術
的

な
、
困
難
な
問
題
が
生
ず
る
。
ア
メ
リ
カ
に
於
い
て
も
０
Ｄ
厚
…
色

Ｈ
ニ
ヰ
◎
己
．
氏
が
指
摘
し
て
い
る
如
く
、
戦
時
中
の
生
産
の
増

加
、
軍
隊
及
至
は
・
王
要
産
業
え
の
多
数
熟
練
者
の
移
動
、
従
っ

て
一
時
的
に
未
熟
練
者
の
雇
傭
、
そ
れ
に
伴
う
不
能
卒
、
甚
だ

し
い
掠
奪
、
訓
練
費
用
、
高
い
監
督
費
用
等
に
帰
し
た
。
問
題

は
こ
れ
ら
が
商
品
生
産
の
原
価
と
し
て
、
或
い
は
当
期
に
お
い

て
蒙
っ
た
直
接
損
失
と
し
て
処
理
さ
る
べ
き
範
囲
に
つ
い
て
生

じ
た
、
同
様
に
修
繕
を
一
時
的
に
延
期
す
る
こ
と
は
、
後
日
極

め
て
大
く
の
修
繕
費
を
要
す
る
、
後
日
な
さ
れ
た
修
繕
費
に
つ

い
て
も
同
様
の
問
題
が
生
ず
る
。

　
氏
は
棚
卸
資
産
に
含
ま
る
べ
き
間
接
費
は
、
経
営
の
正
常
水

準
に
関
係
す
べ
き
で
あ
り
、
生
産
低
下
に
基
く
遊
休
設
備
費
用
、

未
吸
収
間
接
費
、
再
処
理
費
用
、
そ
の
他
多
数
の
異
常
費
用
等

は
当
期
間
に
お
け
る
費
用
或
い
は
損
失
と
し
て
処
理
せ
ら
る
べ

き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
．
一
般
に
是
認
さ
れ
て
い
る
“
他
方
に

お
い
て
、
棚
卸
資
産
原
価
か
ら
超
え
る
す
べ
て
の
間
接
費
○
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
（
三
一
七
）

　
　
■



　
　
　
　
　
、
，
、
、
。
・
一
、
戎
“
支
、
∴
一
、
，
∴
、
、
ユ
妻
簑
り
一
、
”
一
、
ヨ
ノ
事
．
、
、
∴
、
、
一
．
－
、
一
ぜ
一
∴
，
導
止

　
　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

外
は
関
係
収
益
に
対
す
る
原
価
の
適
当
な
対
応
に
は
な
ら
な
い

と
い
う
（
例
え
ば
小
額
の
間
接
費
に
っ
き
見
込
価
額
で
払
閏
す
場
合
多

し
）
。

　
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
予
定
価
額
、
標
準
原
価
は
原
価
計
算

目
的
か
ら
通
常
支
持
さ
れ
て
い
る
基
準
で
あ
る
、
然
る
に
払
出

価
額
の
如
何
に
よ
っ
て
は
、
構
六
な
る
原
価
差
額
の
生
ず
る
の

は
普
通
で
あ
る
。
そ
の
差
額
を
如
何
に
処
理
す
る
か
、
原
価
計

算
が
行
は
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る
原
価
差
額
勘
定
と

し
て
処
理
さ
れ
、
営
業
外
損
益
と
し
て
の
加
滅
頂
目
と
な
る
。

財
務
諾
表
規
則
第
七
十
条
は
「
当
該
会
杜
の
探
用
す
る
原
価
計

算
方
法
に
基
い
て
発
生
す
る
。
原
価
差
額
は
、
営
業
外
収
益
叉

は
営
業
外
費
用
に
属
す
る
科
目
と
し
て
掲
記
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
」
と
規
定
す
る
。
だ
が
既
述
の
如
く
、
法
人
税
法
の
棚

卸
評
価
額
は
自
已
の
選
択
し
た
実
際
原
価
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
、
税
法
上
原
価
差
額
に
つ
い
て
は
期
末
棚
卸
資
産

に
対
応
す
る
部
分
を
計
算
し
て
、
資
産
原
価
を
実
際
原
価
に
戻

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
企
業
会
計
と
税
法
と

の
調
整
に
関
す
る
問
題
が
存
在
し
、
日
本
租
税
研
究
協
会
（
原

、
、
メ
、
モ
、
吋
一
、
、
、
、
バ
享
司
．
、
一
・
　
讐
　
　
　
一
、
　
　
　
一
、
　
．
孟
ソ
一
，
、
一
一
　
．
、
．
、
、
、
、
．
一
、
、
ユ
，
．
申
一
，
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
（
三
一
八
）

価
差
額
の
期
末
処
理
に
関
す
る
意
見
）
棚
卸
資
産
原
価
差
額
の

期
末
処
理
に
関
す
る
要
望
）
や
経
団
連
の
（
原
価
差
額
の
調
整

に
関
す
る
要
望
）
等
の
意
見
書
要
望
書
が
提
出
さ
れ
、
学
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
４

実
務
家
、
の
関
心
を
集
め
て
い
る
。

　
謹
２
　
考
・
＞
・
墨
芹
昌
教
授
に
よ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
会
計
士
協
会

　
　
（
＞
旨
＆
ｏ
冒
Ｈ
畠
葦
鼻
ｏ
昆
＞
８
；
鼻
彗
３
の
調
査
部
は
（
Ｈ
；
昌
巳

　
　
◎
｛
＞
８
；
昌
彗
２
．
く
ｏ
・
ミ
）
棚
卸
資
産
評
価
の
根
本
基
準
は
原

　
　
価
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
棚
卸
間
題
の
ど
ん
な
交
渉
も
原
価
か
ら

　
　
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
一
般
に
一
致
し
て

　
　
い
る
と
定
め
て
い
る
つ
棚
卸
資
産
の
こ
の
概
念
は
、
会
計
の
主
な

　
　
機
能
と
し
て
期
間
所
得
の
測
定
を
処
理
す
る
た
め
の
現
在
の
傾
向

　
　
と
一
致
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
、
一

　
　
～
く
．
　
＞
．
　
勺
Ｐ
一
（
）
箏
　
＞
Ｏ
Ｏ
◎
目
一
Ｐ
目
一
吻
　
｝
Ｈ
Ｐ
目
｛
一
）
○
Ｏ
斤
、
　
］
り
び
心
．
　
一
）
．
　
ｑ
心
Ｏ
．

　
謹
３
　
改
正
前
の
法
人
税
課
規
標
準
の
取
扱
一
八
○
号
は
、
買
入
の

　
　
際
割
引
値
引
又
は
割
戻
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
を
控
除
す
る
も

　
　
の
と
し
て
い
た
が
、
　
一
般
の
会
計
原
則
に
準
拠
す
る
も
の
と
し
た

　
　
の
か
改
正
規
定
に
■
は
見
当
ら
な
い
（
そ
の
取
扱
は
例
へ
ば
値
引
を

　
　
買
入
原
価
か
ら
控
除
し
割
戻
を
雑
益
と
す
る
）
。

　
註
４
　
原
価
差
額
の
処
理
に
つ
い
て
、
－
〇
一
旨
－
・
オ
・
昌
艘
教
授
は
、

　
　
却
ち
、
会
計
士
の
あ
る
グ
ル
ｉ
プ
は
標
準
原
価
は
実
際
原
価
で
は

　
　
な
い
、
従
つ
て
、
差
額
（
く
ｐ
ユ
筆
；
）
は
売
上
原
価
、
製
品
棚
卸

　
　
高
、
仕
掛
品
に
按
分
計
算
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
支
持

　
　
し
て
い
る
。
こ
の
手
続
は
棚
卸
資
産
は
原
価
に
て
評
価
さ
れ
ね
ぱ



な
ら
な
い
と
記
述
す
る
連
邦
所
得
税
法
（
、
；
ｏ
茅
一
庁
邑
旨
・
、
、
；
〇

一
一
費
〆
棊
巳
邑
昌
）
、
　
の
要
求
に
。
適
合
す
る
利
益
を
持
っ
て
い
る
。

　
次
に
１
原
価
会
計
士
の
他
の
グ
ル
ｉ
プ
は
、
若
し
も
襟
準
原
価
で

注
意
深
く
決
定
さ
れ
、
且
っ
必
要
な
と
き
に
１
修
正
さ
れ
る
な
ら
ぱ

差
異
勘
定
（
原
価
差
額
…
拙
者
註
）
は
能
率
の
結
果
に
よ
る
損
益

を
反
映
す
る
で
あ
ろ
う
、
か
工
る
損
益
は
製
造
原
価
の
正
常
の
項

目
で
は
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
原
価
差
額

は
、
販
売
原
価
又
は
損
益
勘
定
で
処
理
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

原
価
配
賦
説
と
損
益
計
算
説
の
こ
の
二
つ
の
処
理
方
法
を
挙
げ
て

い
る
教
授
自
身
は
、
差
額
を
棚
卸
資
産
と
売
上
原
価
勘
定
に
按
分

す
る
議
諭
は
、
原
価
と
損
失
と
の
間
に
区
別
が
あ
る
か
ら
、
理
論

的
に
誤
リ
で
あ
る
と
し
て
一
般
に
第
二
法
を
友
持
し
て
お
ら
れ
る
。

〕
◎
－
旨
－
．
≠
２
罵
二
〇
〇
し
・
一
声
０
８
自
巨
旨
Ｔ
ｑ
」
、
ユ
冒
号
一
窃
彗
｛
～
§
Ｏ
饒
Ｏ
Ｏ

Ｈ
ｏ
び
ド
甲
ｏ
Ｈ
ｏ
ｏ
．

　
既
述
の
如
く
資
産
は
、
当
該
資
産
の
取
得
価
額
を
基
準
と
し

て
評
価
す
る
の
で
あ
り
、
　
「
取
得
原
価
以
外
の
評
価
基
準
に
よ

っ
て
資
産
を
両
評
価
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
評
価
基
準
を
貸
借

対
照
表
に
詳
記
す
る
も
の
」
と
し
、
原
価
に
よ
る
評
価
主
義

（
原
価
法
）
を
原
則
と
し
て
規
定
す
る
。
ま
た
棚
卸
資
産
に
つ

　
　
棚
卸
資
産
評
価
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
寺
島
）

い
て
も
取
得
原
怖
を
基
礎
と
し
て
、
期
末
現
在
高
を
計
上
す
る

と
と
を
規
定
し
て
い
る
（
貸
借
対
照
表
原
則
五
）
。

　
而
し
て
原
価
主
義
は
、
通
常
原
価
と
収
益
の
適
当
な
対
応
に

帰
す
る
。
然
る
に
原
価
は
将
来
の
期
間
の
収
益
に
対
し
て
適
当

に
負
担
し
得
な
い
場
合
が
あ
る
。

　
即
ち
商
品
の
効
用
が
そ
れ
を
獲
得
し
て
か
ら
滅
じ
た
時
、
原

価
以
下
の
引
下
げ
が
必
要
で
あ
る
。
築
言
す
れ
ば
物
理
的
滅
損
、

陣
腐
化
或
い
は
市
価
の
下
落
は
そ
れ
ら
を
市
価
（
害
胃
斤
３
で

評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

　
企
業
会
計
原
則
も
「
商
品
及
び
原
材
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の

時
価
が
取
得
原
価
よ
り
も
下
落
し
た
場
合
に
は
時
価
に
よ
り
評

価
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
」
（
貸
借
対
照
表
原
則
五
）
棚
卸
資
産
も

ま
た
原
価
主
義
評
価
方
法
を
と
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
し
か
し

例
外
的
に
時
価
が
原
価
よ
り
低
下
し
た
場
合
に
は
時
価
に
よ
り

評
価
出
来
る
と
し
て
低
価
主
義
評
価
の
探
用
を
許
し
て
い
る
、

周
知
の
如
く
、
低
価
主
義
と
は
棚
卸
資
産
の
評
価
を
原
価
か
時

価
の
い
づ
れ
か
低
い
方
の
価
額
（
Ｏ
◎
。
・
；
・
事
芦
斤
９
考
巨
ｏ
片
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詩
５

Ｈ
◎
考
雪
）
で
評
価
す
る
方
法
で
あ
る
、
そ
れ
は
原
価
法
と
時
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
（
三
一
九
）



　
　
立
命
鉗
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
三
景
）

法
の
折
衷
、
変
形
し
た
様
な
も
の
で
理
論
的
に
は
暖
味
で
あ
り
、

一
貫
性
を
欠
く
も
、
未
実
現
利
益
を
排
除
し
、
企
業
の
財
政
を
健

全
な
ら
し
め
ん
と
す
る
保
守
的
会
計
思
想
（
一
切
の
損
火
は
計
上

す
る
も
、
予
想
の
利
益
は
計
上
す
べ
か
ら
ず
）
の
現
わ
れ
の
一
つ
で

あ
る
。
そ
れ
は
○
ｏ
◎
叫
＞
ｏ
８
冒
ま
あ
勺
曇
９
一
８
（
良
き
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
６

実
践
）
と
し
て
多
数
の
企
業
に
適
用
さ
れ
て
来
て
い
る
。

　
近
代
会
計
理
諭
の
中
心
を
な
し
て
い
る
貸
借
対
照
表
動
態
観

の
立
場
よ
り
す
れ
ば
、
原
価
・
王
義
評
価
で
も
っ
て
つ
ら
ぬ
く
べ

き
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
な
が
ら
原
価
・
王
義
は
物
価
変
動
期
に

は
た
ん
に
歴
史
的
記
録
を
示
す
に
過
ぎ
ず
現
在
価
値
の
記
録
と

な
ら
な
い
。
若
し
物
価
が
下
落
し
た
な
ら
ば
、
当
該
資
産
の
時

価
は
原
価
以
下
に
下
落
す
る
に
拘
ら
ず
原
価
主
は
こ
れ
を
計
上

し
な
い
か
ら
、
資
産
の
過
大
計
価
　
　
架
空
利
益
の
計
上

と
な
り
、
逆
に
上
昇
期
に
は
反
対
の
現
象
を
現
わ
す
、
然
る
に

低
価
主
義
に
依
る
と
き
は
、
原
価
主
義
に
よ
る
過
大
評
価
を
防

止
す
る
と
共
に
、
未
実
現
利
益
を
排
除
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
債

権
者
保
護
と
税
務
上
Ｏ
吸
、
求
と
い
う
企
業
の
実
際
的
見
地
か
ら

特
に
実
務
家
に
よ
っ
て
支
持
せ
ら
れ
政
策
的
に
探
り
入
れ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
（
三
二
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
註
７

る
評
価
方
法
で
あ
る
。

　
一
九
四
五
年
に
発
表
さ
れ
た
英
国
特
許
会
計
士
協
会
（
ヨ
き

Ｈ
量
津
鼻
ｏ
◎
｛
○
巨
・
奪
＆
＞
ｏ
８
旨
書
義
）
の
「
会
計
原
則
勧

告
書
」
（
穿
８
旨
旨
昌
肇
ぎ
豪
昌
＞
・
８
冒
き
あ
享
一
昌
｛
ｏ
。
・
）

は
、
　
「
在
庫
品
評
価
の
基
準
は
、
通
常
…
…
原
価
叉
は
市
場
価

値
の
い
づ
れ
か
低
い
価
額
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
　
（
第
十
在

庫
品
の
評
価
い
と
し
て
低
価
主
義
と
提
唱
し
、
ア
メ
リ
カ
の
会

計
手
続
委
員
会
（
昌
５
０
◎
旨
昌
奉
窒
昌
＞
ｃ
８
…
ま
長
享
◎
－

Ｏ
＆
弓
０
）
も
、
そ
の
「
会
計
調
査
報
告
書
第
二
九
昔
」
（
＞
０
８
－

一
冒
ま
吹
勾
ｇ
ｇ
己
一
ま
…
¢
け
ｇ
！
◎
・
ｓ
）
に
お
い
て
、
「
棚
卸

資
産
評
価
の
た
め
の
原
価
主
義
か
ら
の
離
脱
は
、
財
貨
の
有
用

性
が
も
は
や
そ
の
原
価
以
下
と
な
っ
た
時
要
求
さ
れ
る
。
財
貨

の
効
用
が
事
業
の
通
常
遇
秋
に
お
け
る
、
処
分
に
お
い
て
、
原

価
よ
り
低
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に

は
、
そ
れ
が
物
理
的
退
化
で
あ
ろ
う
と
、
価
額
水
準
に
お
け
る

変
化
で
あ
ろ
う
と
、
或
は
他
の
原
因
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
、

そ
の
差
額
は
当
期
の
柚
失
と
し
て
認
め
・
り
る
べ
き
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
普
通
に
、
市
価
と
し
て
指
定
さ
れ
た
よ
り
低
い
水
準
に



て
斯
様
な
財
貨
を
定
め
る
（
註
、
評
価
す
る
）
こ
と
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
Ｌ
、
と
述
べ
て
い
る
。
即
ち
認
識
さ
れ
る
損
失
を

測
定
し
て
、
そ
れ
を
適
当
な
期
間
に
チ
ャ
ー
ヂ
す
る
た
め
の
実

際
的
方
法
を
規
定
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
か
よ
う
に
、
怖
額
水
準
の
下
落
、
財
貨
○
有
用
性
が
滅
損
し

た
場
合
、
原
価
（
歴
史
的
価
額
＝
季
◎
ユ
ｇ
二
・
ユ
８
）
は
、
も
は

や
棚
卸
資
産
評
価
の
適
当
な
基
準
と
し
て
は
不
適
当
と
な
り
、

市
価
（
書
雪
ぎ
二
）
ユ
８
）
に
よ
っ
て
評
価
が
行
わ
れ
る
の
で
あ

る
。　

そ
こ
で
市
価
と
は
何
か
、
前
揚
「
ア
メ
リ
カ
の
会
計
調
査
報

告
書
第
二
九
号
」
に
よ
れ
ば
”
市
価
〃
用
語
は
、
　
”
原
価
時
価

い
づ
れ
か
低
い
方
の
熟
語
に
使
用
さ
れ
た
様
に
、
そ
れ
は
当
期

再
調
達
原
術
（
宍
｛
ダ
８
昌
ｇ
け
ｏ
９
一
購
入
、
生
産
を
問
わ
ず
）

を
意
味
す
る
。
ｏ
り
、
市
価
は
純
実
現
価
値
（
７
ｇ
弓
葦
§
ｇ
¢

き
Ｈ
鳥
）
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
ゆ
、
市
価
は
正
常
利
潤
を
差

引
く
こ
と
に
よ
っ
て
滅
少
し
た
純
実
現
価
値
以
下
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
」
と
あ
る
。

　
こ
の
定
義
よ
り
す
れ
ば
市
価
は
、
先
づ
当
期
再
調
達
価
額
を

　
　
糊
卸
資
産
評
価
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
寺
島
）

意
味
す
る
が
、
ン
、
れ
ら
は
純
実
現
価
値
を
基
準
と
し
て
床
と
天

井
の
両
方
に
関
係
す
る
一
天
井
は
利
潤
に
つ
い
て
何
等
割
引
の

し
な
い
純
実
現
価
値
で
あ
り
、
床
は
相
応
な
利
潤
を
割
い
た
純

実
現
価
値
、
て
あ
る
。
か
く
て
「
市
価
は
純
実
現
価
値
を
超
え
て

は
な
ら
な
い
」
と
「
純
実
現
価
値
以
下
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
」
と
い
う
範
囲
の
一
定
額
が
定
め
ら
れ
る
、
そ
し
て
ン
、
の

範
囲
が
市
価
が
下
落
し
た
と
き
原
価
を
捨
て
て
市
価
を
と
る
か

ど
う
か
の
考
察
の
基
準
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
市
価
下
落
に

よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
損
失
は
個
六
の
価
値
事
惜
に
依
存
す
る
と

い
う
事
実
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
即
ち
再
調
達
価
額
の
下
落

が
必
然
的
に
販
買
価
額
の
下
落
を
反
映
す
る
か
ど
う
か
と
い
う

こ
と
を
常
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
販
売
価
額
は
直
ち
に
再
調
達
原
価
の
下
落
を
反
映
し
な
い
場

合
が
あ
り
、
或
る
場
合
に
お
い
て
は
一
つ
の
原
材
料
部
分
の
再

調
達
原
価
の
下
落
が
他
の
原
材
料
部
分
の
再
調
達
原
価
の
騰
貴

或
い
は
労
務
費
の
増
加
等
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
、
か
く
て
通

常
の
事
業
過
程
に
お
お
け
る
通
常
の
利
潤
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、

再
調
達
原
価
で
棚
卸
を
記
載
す
る
必
要
が
な
い
、
特
に
会
杜
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
（
三
二
一
）



　
・
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

固
定
価
額
で
契
約
し
て
い
る
販
売
商
杜
に
納
入
す
る
た
め
に
生

産
し
て
い
る
場
合
、
或
い
は
将
来
の
註
文
が
安
定
し
た
販
売
価

額
で
保
証
さ
れ
て
い
る
商
品
製
造
業
者
の
場
合
も
ま
た
し
か
り

、
て
あ
る
。
そ
こ
で
原
価
の
変
化
が
速
か
に
販
売
価
額
に
影
響
す

る
場
合
と
変
化
し
な
い
場
合
と
は
自
づ
か
ら
異
な
る
処
理
を
必

要
と
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
右
の
原
価
主
義
、
低
価
主
義
の
他
に
、
一
般
に
時
価
主
義
評

価
方
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。
時
価
（
Ｏ
目
冒
９
け
肩
｛
８
）
と
は
、
需

要
供
給
の
結
果
定
ま
る
価
額
、
即
ち
客
観
価
額
或
い
は
市
場
価

額
（
取
引
所
の
桐
場
あ
る
も
の
は
そ
の
取
引
価
額
に
よ
り
又
そ
れ
が
な

い
も
の
は
こ
れ
に
準
じ
て
搾
算
し
た
価
額
を
意
味
す
％
。
従
っ
て
上
述

の
〃
市
価
〃
な
る
意
味
と
異
な
る
）
に
基
準
を
置
く
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
歴
史
的
原
価
が
物
価
変
動
期
に
お
い
て
は
現
在
価
値
と

遊
離
す
る
に
反
し
、
そ
れ
は
最
も
正
し
く
財
産
の
現
在
価
値
を

表
示
す
る
と
い
う
長
所
を
持
ち
、
物
価
上
昇
期
に
実
質
資
本
維

持
の
要
請
に
適
応
す
る
評
価
方
法
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

時
価
法
の
探
用
は
、
棚
卸
・
資
産
の
未
実
現
損
益
を
完
全
に
反
映

せ
し
め
る
、
未
実
現
利
益
を
利
益
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
は
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
。
八
（
三
ニ
ニ
）

守
主
義
原
則
か
ら
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
法
人
税

の
課
税
所
得
の
計
算
上
、
未
実
現
損
益
に
対
し
て
大
い
に
議
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

が
存
し
、
税
務
計
算
上
未
実
現
損
益
を
課
税
損
益
か
ら
排
除
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
有
力
で
あ
る
。

　
し
か
し
税
法
は
、
商
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
所
謂
時

－
価
以
下
評
価
主
義
な
る
評
価
法
規
が
、
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
時

価
最
高
隈
の
評
価
を
是
認
す
る
こ
と
と
の
関
連
も
考
慮
し
て
、

棚
卸
資
産
の
評
価
方
法
の
一
つ
と
し
て
時
価
法
も
規
定
し
て
い

る
。

　
税
法
上
、
時
価
税
と
は
「
他
か
ら
買
入
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
事
業
年
度
に
お
い
て
通
常
取
引
さ
れ
る
当
該
た
な
卸
資
産
の

仕
入
価
額
と
し
、
自
家
生
産
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
事
業
年
度

末
に
お
い
て
通
常
取
引
さ
れ
る
棚
卸
資
産
の
販
売
価
額
か
ら
販

売
費
及
び
利
潤
の
見
積
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額

と
す
る
」
　
（
取
扱
通
逮
一
八
二
号
）

　
さ
て
、
時
価
は
、
仕
入
価
額
即
ち
購
入
原
価
で
あ
る
と
抽
象

的
に
解
し
得
て
も
実
際
問
題
と
し
て
把
擢
す
る
場
合
に
は
極
め

て
困
難
な
問
題
が
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
時
価
の
拠
り
処
、
把



握
の
時
期
、
方
法
等
実
務
上
重
要
な
諾
問
題
が
横
は
つ
て
い
る
。

　
監
査
実
施
準
則
に
よ
れ
ば
、
　
「
棚
卸
資
産
の
時
価
に
つ
い
て

は
、
当
時
の
相
場
表
、
商
況
報
告
書
及
び
最
近
の
購
入
価
額
を

参
照
し
て
そ
の
適
否
を
確
め
、
陳
構
化
叉
は
損
傷
し
た
棚
卸
資

産
に
つ
い
て
は
、
換
価
価
値
以
上
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
か
ど

う
か
を
検
査
す
る
も
の
と
す
る
。
」
（
第
二
個
別
監
査
手
続
六
ノ

五
〉
と
し
て
時
価
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
諾
点
を
揚
げ
て
い

る
。　

し
か
し
相
場
表
、
商
況
報
告
書
の
適
用
基
準
、
時
価
変
動
原

因
な
る
特
殊
事
情
の
考
慮
或
い
は
そ
の
範
囲
、
換
価
価
値
の
決

定
方
法
等
評
価
に
際
し
、
評
価
担
当
者
の
・
王
観
的
判
断
の
介
入

す
る
余
地
が
多
分
に
あ
り
、
従
っ
て
不
確
実
性
を
伴
ひ
、
更
に

毎
期
時
価
を
算
定
す
る
こ
と
は
極
め
て
煩
雑
を
伴
う
で
あ
ろ
う
。

ま
た
そ
の
算
定
方
法
の
如
何
に
よ
り
そ
の
結
果
は
期
間
的
損
益

に
著
し
い
相
違
を
来
た
す
で
あ
ろ
う
、

　
企
業
会
計
原
則
は
、
時
価
主
義
に
よ
る
評
価
は
、
時
価
が
原

価
よ
り
高
い
時
は
、
売
上
原
価
が
不
当
に
低
く
な
り
反
対
の
場

合
は
結
果
も
ま
た
反
対
と
な
る
か
ら
原
則
と
し
て
原
価
以
外
の

　
　
棚
卸
資
産
評
価
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
寺
島
）

評
価
を
認
め
な
い
方
針
を
と
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従

っ
て
時
価
が
原
価
よ
り
高
い
時
は
そ
の
ま
ま
繰
越
し
、
た
だ
上

述
の
如
く
、
若
し
時
価
が
原
価
よ
り
下
落
し
て
お
れ
ば
時
価
ま

で
評
価
引
下
げ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
い
う
所
謂
原
価
時
価

比
較
低
価
主
義
を
認
め
る
。
こ
の
場
合
そ
の
処
理
に
つ
い
て
何

等
の
規
定
も
な
い
が
、
原
則
と
し
て
原
価
以
外
の
評
価
を
認
め

な
い
方
針
か
ら
、
や
は
り
売
上
原
価
と
し
て
は
原
価
で
計
算
し
、

評
価
損
を
営
業
外
損
失
に
加
え
る
こ
と
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

　
謹
５
　
Ｕ
昌
串
匡
Ｐ
室
己
・
８
・
庁
教
援
に
１
よ
れ
ば
、
当
該
会
計
期
間

　
　
へ
の
原
価
の
適
当
額
よ
リ
大
な
き
割
当
の
実
務
は
、
原
価
或
い
は

　
　
時
価
い
づ
れ
か
低
い
方
（
〇
一
鼻
冥
嵩
費
斤
呉
考
竃
ｏ
プ
ｏ
く
Ｒ
ポ
亭
〇

　
　
一
婁
、
３
；
一
〇
）
と
し
て
知
ら
れ
た
保
守
主
義
（
Ｏ
ｏ
量
８
ま
畠
；
巳
¢
）

　
　
に
拍
い
て
引
証
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ル
ー
ル
で
当
該
会
計
期
間
に
。

　
　
割
当
て
ら
れ
る
原
価
部
分
は
”
原
価
或
い
は
時
価
い
づ
れ
か
低
い

　
　
方
”
に
て
期
末
棚
却
を
記
録
す
る
こ
と
に
■
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。

　
　
、
い
旨
巴
邑
、
，
は
商
品
販
売
価
格
で
は
な
い
、
商
品
再
調
達
原
価
を

　
　
指
す
も
の
と
し
て
い
る
、
、

　
　
Ｈ
）
Ｏ
目
Ｐ
巨
自
．
室
暮
斤
９
サ
ｑ
｛
２
一
一
－
お
司
一
冒
｛
９
冒
Ｏ
目
冒
テ
（
）
｛
＞
０
８
自
巨
巨
り

　
　
－
り
０
０
１
勺
．
Ｊ
Ｏ
～
Ｊ
○
．

　
註
６
　
１
く
・
＞
」
、
暮
；
教
根
は
、
ア
メ
リ
カ
会
計
士
協
会
（
、
－
一
一
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
（
三
二
三
）



∴
、
帥
一
．
、
、
市
、
朝
　
　
　
、
、

　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

・
オ
ｐ
巨
（
）
目
巳
＾
島
（
ざ
４
＞
ｏ
２
；
巨
二
目
げ
ｑ
）
の
■
ｏ
ｍ
ｐ
一
〇
プ
畠
－
｛
－
一
〇
〇
プ
冒
ざ
巴

　
Ｏ
Ｏ
曾
ｉ
８
Ｈ
）
｛
冒
９
５
巨
（
オ
．
＞
．
（
〕
．
戸
宙
己
一
邑
～
く
〇
一
．
昌
）
調
査

　
に
拍
い
て
は
、
報
告
会
杜
の
う
ち
ｏ
◎
・
ｎ
叫
冒
冒
曾
ぎ
戸
孝
巨
・
一
５
罵
・
．

　
汰
一
◎
婁
曾
を
と
る
も
の
八
四
杜
Ｏ
◎
・
・
叶
・
・
岩
３
冒
を
と
る
も
の
七
五

　
杜
で
低
価
主
義
を
と
る
会
杜
が
原
価
主
義
を
と
る
も
の
よ
り
多
い

　
事
を
示
し
て
い
る
。

　
考
．
＞
．
雰
言
～
＞
８
０
冒
言
鼻
◎
目
竃
夢
８
ぎ
お
Ｓ
ら
．
９
０
ｌ
ｑ
雪
．

註
７
　
９
ヲ
彗
は
低
価
主
義
の
起
源
に
１
つ
い
て
「
そ
れ
は
債
権
者

　
保
護
を
税
務
上
の
必
要
の
結
果
と
し
て
発
生
し
た
も
の
と
考
え
ら

　
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
９
巨
竃
一
＞
ｏ
８
冒
旨
胴
ｏ
昌
８
唇
ｏ
｛
津
ｏ
雰
一
Ｈ
竈
－
．

　
佐
藤
孝
一
著
、
現
代
会
計
学
二
一
〇
頁

　
以
上
の
説
明
に
よ
っ
て
、
税
法
が
掲
げ
る
期
末
棚
卸
資
産
の

評
価
方
法
と
し
て
、
原
価
法
、
時
価
法
、
低
価
法
（
特
に
・
に
、
、
一
一
自
－

色
－
軍
ｏ
邑
氏
の
所
説
に
よ
つ
て
、
原
価
よ
刀
も
離
脱
、
、
室
冒
斤
ｇ
，
。
）

の
意
味
内
容
を
ほ
ぼ
明
ら
か
に
し
た
。
税
法
上
有
の
い
づ
れ
を

便
用
す
る
も
差
支
え
な
い
が
、
し
か
し
近
代
企
業
会
計
が
動
態

論
の
立
場
に
立
ち
、
当
該
期
間
に
発
生
し
た
す
べ
て
の
収
益
と

こ
れ
に
朋
応
す
る
す
べ
て
の
費
用
の
対
応
に
よ
る
期
聞
的
成
果

・
’
、
、

一
畠
才
，
弓
、
．
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
（
三
二
四
）

の
確
定
を
中
心
課
題
と
す
る
限
り
、
当
期
と
将
来
の
期
間
に
生

産
或
い
は
購
入
さ
れ
た
総
原
価
割
当
の
過
程
と
み
る
期
末
棚
卸

資
産
評
価
に
つ
い
て
も
原
価
主
義
評
価
を
も
っ
て
奉
本
原
則
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
原
価
法
と
は
、
周
知
の
如

く
棚
卸
資
産
評
価
の
基
準
と
し
て
当
該
資
産
の
取
得
価
額
を
基

礎
と
な
す
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
た
だ
一
口
に
、
原
価
法
と
い

っ
て
も
原
価
割
当
に
つ
い
て
基
礎
と
な
る
い
ろ
い
ろ
の
理
論
や

仮
定
が
あ
っ
て
、
消
費
価
額
の
決
定
如
何
に
よ
り
期
末
棚
卸
資

産
に
著
し
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。　

本
節
に
お
い
て
は
、
現
行
税
法
が
そ
の
施
行
規
則
に
原
価
法

と
し
て
掲
げ
て
い
る
ｏ
リ
個
別
法
四
先
入
先
出
法
働
後
人
先
出
法

ゆ
総
平
均
法
ｏ
移
動
平
均
法
ゆ
単
純
平
均
法
¢
っ
最
近
仕
入
原
価

法
働
売
価
遺
元
法
の
具
休
的
内
容
に
つ
き
簡
単
に
述
べ
る
、

　
０
Ｄ
　
口
別
法
（
雌
入
口
別
法
■
ｇ
着
ｃ
巳
５
｛
）
　
期
末
棚
卸

資
産
の
全
部
に
つ
い
て
、
ン
、
の
取
得
価
額
を
見
出
し
ン
、
の
合
計

を
も
っ
て
期
末
棚
卸
資
産
評
価
額
と
す
る
方
法
で
あ
る
、
従
っ

て
こ
の
方
法
に
よ
る
と
ま
た
各
棚
卸
資
産
を
ン
、
の
種
類
、
価
額



の
異
な
る
ご
と
に
保
管
払
出
を
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
甚
だ
し

い
手
数
と
広
い
．
保
管
場
所
を
必
要
と
し
、
取
引
数
、
従
っ
て
取

扱
量
の
比
較
的
大
な
る
企
業
に
適
せ
ず
高
価
な
も
の
、
註
文
製

晶
等
特
殊
の
場
合
に
の
み
使
用
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
吻
　
先
入
先
出
本
（
ヨ
冨
工
目
ヨ
尋
－
◎
巨
峯
¢
臣
◎
Ｐ
ヲ
弓
◎
）

期
末
棚
卸
資
産
の
数
量
計
算
を
な
し
、
そ
れ
は
当
該
事
業
年
度

終
了
の
巨
か
ら
最
も
近
い
日
に
お
い
て
取
得
し
た
棚
卸
資
産
か

ら
順
次
な
る
も
の
と
み
な
し
、
そ
け
み
な
さ
れ
た
棚
卸
資
産
の

取
得
価
額
の
会
計
を
も
っ
て
棚
卸
資
産
価
額
と
す
る
方
法
で
あ

る
。
即
ち
先
に
入
っ
た
も
の
か
ら
順
次
先
に
払
出
さ
れ
た
も
の

と
考
え
、
旧
い
口
の
単
価
を
そ
の
口
の
数
量
が
計
算
上
な
く
な

る
迄
払
胆
の
単
価
と
し
て
計
算
し
、
期
末
に
お
い
て
現
存
す
る

と
こ
ろ
の
棚
卸
資
産
は
期
末
に
取
得
さ
れ
た
も
の
か
ら
順
次
遡

っ
て
残
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
、
そ
れ
ら
の
評
価
額
と
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
原
価
は
最
初
受
取
っ
た
商
品
が
最
初
販
売
さ
れ

た
商
品
原
価
で
あ
る
と
い
う
仮
定
に
お
い
て
割
当
て
ら
れ
る
、

　
働
後
入
先
出
法
（
－
註
工
目
ヨ
尋
－
◎
巨
く
９
ぎ
Ｐ
－
・
＝
８
）

期
末
現
在
棚
卸
数
量
に
つ
い
て
、
当
該
事
業
年
度
終
了
の
日
か

　
　
棚
卸
資
産
評
価
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
寺
島
）
　
．

ら
最
も
遠
い
巳
に
お
い
て
取
得
し
た
棚
卸
資
産
か
ら
な
る
も
の

と
し
て
、
ン
、
○
み
な
さ
れ
た
棚
卸
．
資
産
○
取
得
価
額
を
ふ
、
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
８

期
末
棚
卸
現
在
額
と
す
る
方
法
で
あ
る
。
即
ち
先
入
先
出
法
と

は
反
対
に
出
庫
は
最
も
最
近
入
庫
し
た
も
の
か
ら
順
次
払
出
さ

れ
て
い
く
も
Ｏ
で
あ
り
、
期
末
に
残
っ
て
い
る
棚
卸
資
産
は
期

首
に
お
い
て
取
得
し
た
も
の
か
ら
順
次
棚
卸
資
産
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
て
、
こ
の
方
法
は
最
も
新
し

く
取
得
し
た
も
の
か
ら
版
売
さ
れ
た
商
品
原
価
と
し
て
割
当
て

ら
れ
る
。
財
貨
の
取
得
単
価
に
変
化
が
な
い
隈
り
先
入
先
出
法

に
よ
る
も
ま
た
後
入
先
出
法
に
よ
る
も
そ
の
棚
卸
評
価
額
に
は

相
違
が
な
い
は
ず
で
あ
る
。
然
る
に
物
価
変
動
期
に
は
そ
れ
が

直
ち
に
販
売
利
益
に
影
響
し
、
や
が
て
は
資
本
維
持
、
納
税
額
に

ま
で
も
発
展
す
る
、
即
ち
先
入
先
出
法
に
よ
る
棚
卸
価
額
は
期

末
時
価
に
接
近
す
る
た
め
イ
ソ
フ
レ
期
に
は
不
利
な
物
価
下
降

期
に
有
利
な
評
価
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
後
入
先
山
川
法
は
、

最
初
取
得
さ
れ
た
棚
卸
資
産
の
取
得
怖
額
が
期
末
評
価
額
と
な

り
、
最
近
購
入
価
額
で
払
出
さ
れ
る
の
で
、
商
品
原
価
と
し
て

は
比
較
的
時
価
に
近
い
価
額
で
負
担
さ
れ
る
の
で
、
特
に
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
（
三
二
五
）



　
　
立
命
鉗
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
晋
）

フ
レ
期
に
お
い
て
仮
想
利
益
を
排
除
す
る
有
利
な
評
価
方
法
で

あ
る
。
ま
た
時
価
が
下
落
し
た
場
合
は
時
価
ま
で
評
価
切
下
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
註
９
・
註
！
０

が
出
来
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
平
均
法
に
は
棚
卸
の
計
算
要
素
で
あ
る
数
量
と
単
価
の
両
者

を
加
味
し
た
加
重
平
均
価
額
決
定
方
法
と
単
に
単
価
の
み
の

平
均
に
よ
る
価
額
決
定
方
法
が
あ
る
。
前
者
は
加
重
平
均
法

（
幸
且
答
け
＆
＞
き
§
零
旨
¢
序
◎
｛
）
と
も
称
せ
ら
れ
、
ゆ
総
平

均
法
（
○
『
易
。
。
＞
き
量
需
旨
ｇ
ぎ
ユ
）
と
働
移
動
平
均
法
（
冒
◎
－

ま
畠
声
毒
§
潟
岩
¢
手
＆
）
と
が
あ
る
。
移
動
平
均
法
は
単
価

の
相
違
す
る
資
産
取
得
毎
に
加
重
平
均
単
価
を
計
算
し
、
こ
れ

を
倉
出
品
の
計
算
価
額
と
な
す
方
法
で
あ
っ
て
、
期
末
棚
卸
資

産
評
価
額
は
事
業
年
度
に
最
も
近
い
平
均
単
価
に
棚
卸
数
量
を

乗
じ
て
計
算
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
単
価
の
決
定
の
た
め
に

は
必
然
的
に
繰
続
記
録
法
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
総
平
均
法

は
、
前
期
よ
り
の
繰
越
額
と
期
間
中
の
総
購
入
金
額
の
合
計
額

を
繰
越
数
量
と
賊
入
数
最
の
合
計
で
除
し
て
得
た
総
平
均
単
価

に
期
末
数
最
を
乗
じ
て
棚
卸
額
を
計
竹
ぺ
す
る
方
渋
で
あ
る
。
従

っ
て
期
間
中
の
取
得
額
の
差
異
を
緩
和
す
る
と
は
い
え
期
間
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
（
三
二
六
）

均
単
価
は
期
末
ま
で
判
明
せ
ず
、
期
間
中
の
払
出
価
額
の
計
算

に
適
せ
ず
、
た
だ
期
末
棚
卸
価
額
に
使
用
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

ゆ
単
純
平
均
法
（
ｏ
○
｛
品
Ｈ
ｏ
声
＜
睾
長
¢
嵩
¢
臣
己
）
は
理
論
的
で

な
く
、
計
算
簡
単
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
○
　
最
終
仕
入
原
価
法
（
Ｈ
。
薫
宅
…
ｇ
竃
¢
岸
｛
８
冒
¢
亭
◎
｛
）

は
、
事
業
年
度
最
後
の
時
期
に
購
入
し
た
価
額
で
在
庫
品
全
部

を
評
価
す
る
方
法
で
あ
る
。
従
っ
て
時
価
に
最
も
近
い
価
額
で

評
価
し
得
る
か
ら
イ
ン
フ
レ
期
に
は
高
い
評
価
額
と
な
る
の
み

な
ら
ず
、
期
末
に
故
意
に
高
く
評
価
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
騰

貴
の
際
、
決
算
寸
前
に
小
最
を
高
価
に
購
入
し
こ
れ
に
よ
っ
て

全
体
の
評
価
額
を
多
く
す
る
よ
う
な
財
政
政
策
上
悪
用
さ
れ
る

こ
と
な
き
を
注
意
し
な
れ
け
ば
な
ら
な
い
、
法
人
法
税
は
納
税

者
が
そ
の
棚
卸
資
産
の
評
価
方
法
を
届
出
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

原
則
と
し
て
本
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
規
定
し
て

い
る
（
法
人
稿
法
施
行
法
第
十
二
－
二
）
、

　
ゆ
　
売
価
遺
元
法
（
ｏ
ｏ
ｏ
；
長
－
、
ユ
８
く
ｇ
ぎ
ら
）
　
期
末
に
お

け
る
手
許
商
品
を
販
売
予
想
価
額
で
算
山
し
、
こ
れ
に
販
売
予

想
額
と
取
得
怖
額
と
の
葦
額
を
示
す
原
価
卒
（
税
法
上
差
益
率
）



を
乗
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
積
総
利
益
を
除
去
し
、
期
末
在
庫

品
の
原
価
を
計
算
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
取
扱
商

品
の
種
類
の
多
い
小
売
店
、
百
貨
店
等
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
小
売
棚
卸
法
（
〆
等
邑
Ｈ
；
彗
８
ｑ
冒
¢
序
◎
｛
）
と

も
称
せ
ら
れ
る
。
尚
売
価
法
に
は
平
均
原
価
主
義
、
低
価
主
義
、

先
入
先
出
法
、
後
入
先
出
法
に
よ
る
売
価
法
等
種
六
の
方
法
が

あ
り
、
そ
の
計
算
方
法
の
適
用
如
何
に
よ
り
そ
の
計
算
の
結
果

は
、
棚
卸
資
産
の
価
額
に
異
な
る
評
価
額
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ

註
ｕ

る
。　

税
法
は
取
取
得
価
額
を
基
準
と
し
て
、
期
末
棚
卸
資
産
を
評

価
す
る
た
め
の
右
の
八
つ
し
方
法
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
先
入

先
出
法
、
後
入
先
出
法
、
移
動
平
均
法
は
、
本
来
の
意
味
に
お

い
て
恒
久
棚
卸
法
に
伴
う
消
費
価
額
計
算
の
た
め
の
棚
卸
手
続

で
あ
る
か
ら
、
帳
簿
棚
卸
の
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
、
特
に
先

入
先
出
法
お
よ
び
移
動
平
均
法
の
適
用
は
困
難
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
、
ま
た
売
価
遺
元
法
（
小
売
棚
卸
法
を
含
む

も
の
と
み
な
す
）
は
売
価
に
て
棚
卸
高
を
計
算
し
、
平
均
的
な

総
益
率
（
○
・
畠
。
。
青
ｓ
ニ
ミ
８
鼻
一
一
零
）
に
よ
っ
て
総
利
益
を

　
　
棚
卸
資
産
評
価
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
寺
島
）

差
引
い
て
、
原
価
（
原
価
近
似
値
）
を
導
き
出
さ
う
と
す
る
棚

卸
価
額
決
定
方
法
で
あ
る
か
ら
、
一
原
価
主
義
と
は
別
個
の
期
末

棚
卸
評
価
の
一
方
と
し
て
原
価
法
か
ら
区
別
せ
ら
る
べ
き
で
あ

ろ
う
、

　
詑
８
　
一
九
三
四
年
十
二
月
米
国
の
弓
亭
＞
…
邑
・
冒
宇
？
三
９
目
一

　
　
ナ
ｕ
・
鼻
鼻
ｏ
が
採
用
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
と
い
は
れ
て
い
る
。

　
　
佐
藤
孝
一
著
、
現
代
会
計
学
。

　
誌
９
　
後
入
先
出
法
が
す
べ
て
の
企
業
に
適
当
で
あ
る
か
と
い
う
に
。

　
　
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
一
般
的
に
．
本
法
採
用
の
条
件
と
し
て
、

　
　
次
の
諾
事
項
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
一
、
棚
卸
資
産
の
比
較
的
大
な
る
割
合
を
占
め
、
叉
そ
れ
が
基
本

　
　
的
に
．
同
質
の
素
材
よ
リ
な
り
、
製
品
は
原
価
の
主
要
部
分
を
占
め

　
　
て
い
る
と
い
う
意
味
に
嘉
い
て
棚
卸
資
産
の
重
要
性
が
大
な
る
場

　
　
合
、
、

　
　
二
、
製
晶
は
比
較
的
長
期
を
要
し
、
棚
卸
資
産
の
回
転
が
比
較
的

　
　
に
．
緩
慢
な
る
こ
と
。

　
　
三
、
原
材
料
価
額
と
製
品
価
額
と
が
併
行
的
に
．
変
動
す
る
こ
と
。

　
　
四
、
絶
え
ず
最
低
推
の
棚
卸
淡
床
を
維
持
す
る
必
要
あ
る
こ
と
。

　
　
酉
野
嘉
一
郎
著
棚
卸
淡
産
の
評
価
間
題
産
業
経
理
一
一
巻
八
号
。

　
詫
１
０
　
我
国
商
法
は
ド
イ
ツ
商
法
に
１
傲
い
、
時
価
以
下
主
義
（
く
巳
暮

　
　
一
８
ニ
プ
ｓ
曽
巴
邑
軍
一
８
罰
臼
昏
）
を
採
っ
て
い
る
縞
果
、
時
価
を

　
　
最
高
限
度
と
し
て
若
し
も
時
価
が
原
価
以
下
に
低
落
し
た
場
合
は
、

　
．
時
価
ま
で
評
価
引
下
げ
を
認
め
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
　
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
（
三
二
七
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

　
「
た
な
卸
資
産
に
１
つ
い
て
、
原
価
法
を
選
定
し
た
法
人
の
原
侮
法

　
に
．
よ
る
評
価
額
が
当
該
た
な
卸
資
産
の
事
業
年
度
終
了
の
巨
に
お

　
け
る
時
価
を
こ
え
て
い
る
場
含
に
お
い
て
、
法
人
が
当
然
時
価
ま

　
で
、
当
該
た
な
卸
資
産
の
評
価
換
に
．
よ
る
損
失
を
計
上
し
た
と
き

　
は
、
た
な
卸
資
産
の
評
価
方
法
を
変
更
し
た
も
の
と
認
め
な

　
い
：
：
：
」

　
（
法
人
税
課
税
標
準
の
取
扱
ニ
ニ
ニ
号
）

謹
ｕ
　
阪
本
安
一
教
授
著
　
売
価
棚
卸
法
の
評
価
的
意
義
。

　
会
計
第
六
十
巻
第
四
号
。

六

　
次
に
時
価
を
も
っ
て
評
価
す
る
場
合
を
み
る
に
、
既
述
の
如

く
、
税
法
上
時
価
と
は
当
該
事
業
年
度
末
に
実
際
取
引
さ
れ
る

仕
入
価
額
、
自
家
製
品
は
期
末
販
売
価
額
か
ら
利
益
及
び
販
売

費
を
控
除
し
た
価
額
を
も
っ
て
期
末
棚
卸
資
産
評
価
額
と
な
す

方
法
で
あ
る
。
而
し
て
当
該
棚
卸
額
に
よ
っ
て
当
期
販
売
商
品

の
原
価
が
決
定
せ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
時
価
と
実
際
取
得
価
額

の
差
額
だ
け
、
販
売
商
品
原
価
を
増
滅
せ
し
め
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
場
合
時
価
法
に
よ
る
商
品
売
買
損
益
は
、
時
価
評
価
に
１
よ

る
売
価
と
原
価
の
差
額
と
し
て
決
定
さ
れ
る
、
か
く
て
は
商
晶

釜
ポ
一
讐
、
　
　
　
、
一
い
、
、

再
ぺ
、
二
・
パ
↓
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
（
三
二
八
）

売
買
損
益
と
価
値
変
動
に
伴
う
損
益
の
区
別
は
不
可
能
と
な
る
。

　
別
言
す
れ
ば
、
イ
ン
フ
レ
期
に
お
い
て
、
、
取
得
価
額
に
比
し

高
い
時
価
で
期
末
棚
卸
額
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
期
間
中
の
販

売
商
品
原
価
を
滅
ず
る
こ
と
と
な
り
、
か
く
て
算
出
さ
れ
た
売

買
損
益
は
、
物
質
変
動
に
伴
う
擬
制
利
益
を
含
み
、
真
の
利
益

を
隠
蔽
す
る
こ
と
と
な
る
。
反
対
に
原
価
よ
り
低
い
時
価
で
期

末
棚
卸
額
を
決
定
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
販
売
原
価
を
負

担
せ
し
め
る
こ
と
と
な
る
。

　
例
え
ば
原
価
百
円
の
商
品
を
二
百
個
講
入
し
、
二
百
円
で
百

個
販
売
し
、
期
末
に
当
該
商
品
の
再
調
達
価
格
百
五
十
円
で
評

価
し
て
場
合
を
み
る
に
、

商
品
仕
入
額

期
末
棚
卸
額

期
間
中
商
品
販
売
原
価

商
帰
売
上
高

商
昂
売
買
益

二
〇
、

一
五
、

　
五
．
、

二
〇
、

一
五
、

○
○
○
円

○
Ｏ
Ｏ
円

○
○
○
円

○
Ｏ
○
円

○
○
○
円

　
然
る
に
期
末
棚
卸
額
を
実
際
取
得
原
価
で
評
価
す
れ
ば
壱
万

円
と
な
り
、
商
品
売
買
益
は
壱
万
円
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ



て
上
述
の
商
晶
売
買
益
壱
万
五
千
円
は
売
買
益
壱
万
円
と
五
千

円
の
擬
制
利
益
（
評
価
益
）
と
か
ら
な
る
。
通
常
の
場
合
時
価

法
に
よ
る
と
き
は
利
益
は
区
別
な
し
に
壱
万
五
千
円
と
計
上
さ

れ
、
ン
、
れ
が
課
税
、
処
分
の
対
象
と
な
り
、
引
い
て
は
資
本
の

喰
潰
し
を
招
来
す
る
こ
と
と
な
る
、
こ
の
様
に
時
価
法
と
比
較

し
て
物
価
の
騰
貴
し
つ
つ
あ
る
と
き
は
未
実
現
利
益
を
計
上
す

る
こ
と
と
な
り
、
反
対
に
物
価
の
下
落
し
つ
つ
あ
る
と
き
は
棚

卸
資
産
の
評
価
損
を
計
上
す
る
こ
と
と
な
り
、
と
も
に
当
該
事

業
年
度
の
損
益
計
算
に
大
な
る
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。

か
か
る
理
由
で
、
時
価
法
を
期
末
棚
卸
の
評
価
基
準
か
ら
除
外

　
　
　
　
　
　
　
　
註
〃

す
べ
し
と
要
求
き
れ
る
。
税
法
も
租
税
特
別
措
置
法
の
一
部
を

改
正
し
て
、
価
額
変
動
準
備
金
の
制
度
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
１
３

た
が
満
足
す
べ
き
も
の
と
は
思
え
な
い
。
従
っ
て
こ
の
場
合
一

応
原
価
法
に
よ
っ
て
計
算
し
、
時
価
評
価
に
よ
る
貨
幣
価
値
の

変
化
は
、
例
え
ば
次
の
様
な
方
法
で
別
に
修
正
す
る
こ
と
が
妥

当
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
原
価
よ
り
時
価
が
騰
貴
し
て
い
る
場
合
、

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
借
商
品
評
価
増
Ｘ
Ｘ
Ｘ
　
貸
商
品
棚
卸
増
積
立
金
Ｘ
Ｘ
Ｘ

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
棚
卸
資
産
評
価
に
－
つ
い
て
の
一
考
察
（
寺
島
）

原
価
よ
り
時
価
が
低
下
し
て
い
る
場
合

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
）

借
商
品
評
価
損
Ｘ
Ｘ
Ｘ
　
貸
商
品
棚
卸
準
備
金
Ｘ
Ｘ
Ｘ

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
こ
の
際
棚
卸
増
積
積
立
金
が
あ
れ
ば
評
価
損
は
、
ン
、
れ
で
も

っ
て
カ
バ
ー
す
る
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
４

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
－
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒
言
－

借
商
品
棚
卸
．
増
積
立
金
Ｘ
Ｘ
Ｘ
　
貸
商
品
評
価
増
Ｘ
Ｘ
Ｘ

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
註
１
２
　
時
価
法
は
期
末
棚
卸
の
評
価
基
準
か
ら
除
外
し
、
必
要
あ
ら

　
　
ば
期
中
の
棚
卸
評
価
の
基
準
と
し
て
、
選
択
す
る
こ
と
を
認
め
る

　
　
こ
と
、
税
法
と
企
業
会
計
原
則
と
の
調
製
に
ー
す
る
意
見
書
、
↑
、

　
註
１
３
　
青
色
申
皆
制
を
採
用
す
る
会
杜
は
、
二
十
七
年
一
月
一
日
以

　
　
降
に
於
了
す
る
事
業
年
度
か
ら
価
額
変
動
準
備
金
の
制
度
が
適
用

　
　
さ
れ
る
よ
う
に
。
な
っ
た
「
事
業
年
度
末
に
。
所
有
す
る
棚
卸
資
産
ま

　
　
た
は
有
価
証
券
の
時
価
の
九
〇
％
（
株
式
以
外
の
有
価
証
券
に
。
つ

　
　
い
て
は
九
五
％
）
に
。
相
当
す
る
価
額
で
、
こ
れ
ら
の
資
産
の
帳
簿

　
　
価
額
に
満
た
な
い
時
は
、
そ
の
満
た
な
い
金
額
の
限
度
内
に
。
お
い

　
　
て
、
そ
の
金
額
の
価
額
変
動
準
備
金
と
す
る
こ
と
を
認
め
、
所
得

　
　
の
計
算
上
損
金
に
－
算
入
す
る
。
」
（
租
税
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改

　
　
正
す
る
法
律
２
６
年
法
律
第
三
〇
三
号
）
要
す
る
に
。
期
末
棚
卸
資
産

　
　
ま
た
は
有
価
証
券
は
税
法
上
、
上
述
の
所
謂
時
価
の
九
〇
％
（
株

　
　
式
以
外
の
有
価
証
券
の
場
合
　
　
例
へ
ば
国
、
公
債
　
　
は
九
五

　
　
％
）
に
相
当
す
る
金
額
と
、
当
該
貨
産
の
帳
簿
価
額
と
比
較
し
て
、

　
　
後
者
が
前
者
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
趨
過
額
を
限
度
と
し
て
、

　
　
そ
れ
を
損
失
に
課
し
て
価
額
変
動
準
備
金
に
１
繰
入
れ
る
こ
と
が
閏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
（
三
二
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●



、

　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

　
来
る
制
度
で
あ
る
、
、
そ
し
て
準
備
金
勘
定
に
繰
入
れ
た
額
に
ー
つ
い

　
て
は
、
翌
事
業
年
度
末
益
金
に
戻
入
し
、
改
め
て
同
様
な
準
備
金

　
繰
入
額
を
計
算
す
る
こ
と
上
な
る
。
こ
れ
は
時
価
下
務
に
■
よ
っ
て

　
生
ず
る
損
失
を
法
の
認
め
る
範
囲
内
で
課
規
標
準
か
ら
除
外
し
、

　
課
税
を
緩
和
し
よ
う
と
す
る
意
図
の
如
く
で
あ
る
が
、
併
し
価
額

　
変
動
準
備
金
は
性
椅
か
ら
し
て
将
来
の
価
額
変
動
に
。
備
へ
る
た
め
、

　
価
格
上
昇
期
に
積
立
て
価
格
下
落
期
に
取
崩
さ
る
べ
き
も
の
と
考

　
え
る
。
か
く
て
価
額
上
昇
期
に
■
お
け
る
擬
制
利
益
を
排
除
し
、
下

　
降
期
に
．
お
け
る
損
失
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
閏
来
、
企
業
の
実
際

　
利
益
の
計
算
課
税
に
役
立
つ
こ
と
ふ
な
る
と
思
う
。

謹
Ｈ
　
商
晶
評
価
増
勘
定
・
商
晶
棚
卸
増
積
立
金
は
積
極
的
評
価
勘

　
定
・
商
晶
評
価
損
は
損
益
勘
定
、
商
品
棚
卸
損
準
備
金
は
消
極
的

　
評
価
勘
定
。

七

　
棚
御
資
産
評
価
方
法
と
し
て
法
人
税
法
に
定
め
る
い
ろ
い
ろ

の
評
価
方
法
の
う
ち
か
ら
、
い
づ
れ
か
一
を
選
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
し
て
法
人
の
自
由
意
思
に
任
か
せ
て
あ
る
が
、

一
旦
一
定
の
方
法
を
退
定
し
た
場
合
に
お
い
て
は
継
続
し
て
ン
、

の
方
法
を
探
用
し
な
け
れ
ぱ
な
・
り
な
い
．

　
従
っ
て
企
業
会
計
原
則
の
一
つ
で
あ
る
継
続
性
の
原
則
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
（
三
三
〇
）

形
式
的
に
は
財
務
諾
表
な
る
報
告
書
の
離
形
に
つ
い
て
の
原
則

で
は
あ
る
が
、
継
続
性
の
原
則
は
ま
た
評
価
主
義
の
継
続
で
も

あ
る
、
し
か
も
そ
の
評
価
原
則
の
継
続
性
は
期
末
評
価
に
隈
ら

ず
消
費
時
叉
は
販
売
時
の
評
価
も
ま
た
同
一
詳
価
原
則
に
て
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
１
５

続
き
る
べ
き
こ
と
を
原
則
と
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
徹
底
的
な
継
続
性
の
原
則
は
、
経
済
事
情
の
恒
久
的
変

化
の
た
め
変
更
さ
る
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
。
か
か
る

場
合
に
は
変
更
承
認
の
申
請
を
な
し
、
そ
の
許
可
を
必
要
と
す

る
。　

通
常
変
更
承
認
は
、
経
済
事
借
の
激
変
、
事
業
の
規
模
の
著

し
い
拡
張
、
ま
た
は
縮
少
等
に
よ
り
従
前
の
評
価
方
法
で
は
適

正
な
評
価
を
な
す
こ
と
が
出
来
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、

し
か
も
そ
の
後
変
更
し
た
方
法
を
相
当
期
閉
内
に
再
び
変
更
す

る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
隈
っ
て
許
可
が

与
え
ら
れ
る
（
法
人
税
法
取
扱
通
達
一
七
九
号
参
照
）
、

　
註
１
５
　
陶
山
誠
太
郎
著
、
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｏ
棚
卸
法
を
中
心
と
し
て
、
、

　
　
会
計
五
十
九
巻
第
八
サ
、
．



八

　
以
上
、
繰
返
し
述
べ
た
如
く
近
代
的
な
会
計
思
考
が
動
態
論

に
立
脚
し
、
期
間
収
益
に
対
す
る
期
間
費
用
の
対
応
に
よ
っ
て

期
間
成
果
の
確
認
を
第
一
義
と
す
る
隈
り
、
そ
の
評
価
原
則
は

原
価
即
ち
取
得
原
価
・
王
義
を
原
則
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
期
末
棚
卸
資
産
の
計
算
は
、
貸
借
対
照
表
と
損
益
計
算
書
の

双
方
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
両
者
は
相
互
同
時
的
に
決
定
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。
先
づ
損
益
計
算
書
上
そ
の
期
間
収
益
に
対
応

さ
れ
る
期
間
費
用
と
し
て
の
棚
卸
資
産
部
分
が
決
定
さ
れ
、
残

り
の
部
分
が
貸
借
対
照
表
上
資
産
と
し
て
計
上
さ
れ
、
将
来
の

期
間
収
益
に
対
応
さ
れ
る
コ
ス
ト
と
し
て
繰
越
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
然
る
に
棚
卸
資
産
の
物
理
的
減
損
、
陳
腐
化
、
或
い
は

今
日
で
は
何
よ
り
も
市
場
価
額
変
動
に
よ
っ
て
、
期
間
収
益
に

対
応
さ
れ
る
期
間
費
用
、
従
っ
て
ま
た
貸
借
対
照
表
上
に
資
産

と
し
て
繰
越
さ
れ
る
部
分
が
将
来
の
期
間
収
益
に
対
応
さ
れ
る

に
適
当
で
な
い
事
が
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
物
価
変
動
期
に
お

　
　
棚
卸
資
産
詳
価
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
寺
島
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

い
て
は
、
企
業
利
益
が
擬
制
利
益
（
勺
毫
胃
－
、
；
葦
）
（
棚
卸
資

産
評
価
益
巨
＜
婁
け
ｏ
ｑ
↑
、
旨
一
５
を
含
ん
で
過
大
に
表
示
さ
れ
、

逆
に
棚
卸
資
産
評
価
損
（
巨
き
巨
◎
ｑ
■
富
ガ
）
を
含
ん
で
過
小

に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
棚
卸
資
産
評
価
損
益
の
計
上
は

未
実
現
損
益
を
加
滅
す
る
こ
と
と
な
る
。
だ
が
、
コ
ー
イ
ン
グ
．

コ
ン
サ
ー
ン
企
業
に
お
い
て
未
実
現
損
益
を
期
間
損
益
の
計
算

か
ら
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

か
く
て
棚
卸
資
産
原
価
・
王
義
評
価
の
中
で
も
物
価
変
期
に
お
い

て
は
、
費
用
収
溢
対
応
評
価
、
未
実
現
損
益
の
排
除
（
特
に
利

溢
）
に
適
合
し
た
評
価
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

思
わ
れ
る
。

　
平
均
法
は
そ
れ
が
平
均
法
た
る
限
り
に
於
い
て
取
得
原
価
間

の
県
融
を
少
く
す
る
と
は
い
え
、
現
実
の
取
得
価
額
か
ら
遊
離

す
る
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
実
際
取
得
原
価
に
基
礎
を
置
く
隈

り
、
口
別
法
は
平
均
法
に
優
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
口

別
法
は
前
述
の
理
由
で
一
般
の
評
価
方
法
と
し
て
適
し
な
い
。

そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
口
別
法
の
一
種
で
あ
る
先
入
先
出
法

で
あ
る
。
こ
れ
は
早
く
購
入
さ
れ
た
も
の
が
早
く
販
売
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
（
三
三
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

商
品
原
価
と
し
て
、
早
く
仕
入
れ
た
原
料
か
ら
先
に
消
費
さ
れ
、

早
く
製
造
さ
れ
た
製
品
が
早
く
販
売
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う

経
営
の
現
実
に
即
応
じ
た
評
価
方
法
の
様
に
思
わ
れ
る
。
処
が

こ
の
評
価
方
法
は
価
額
上
昇
期
に
あ
り
て
は
、
期
末
残
存
の
製

晶
、
原
料
は
期
間
中
に
販
売
さ
れ
た
製
品
、
消
費
さ
れ
た
原
料

よ
り
高
い
評
価
額
と
な
る
。
ま
た
価
額
下
落
期
に
お
い
て
は
こ

の
逆
の
現
象
を
提
す
る
。
従
っ
て
先
入
先
出
法
に
よ
る
期
末
棚

卸
評
価
の
決
定
は
、
価
額
上
昇
期
に
お
い
て
は
、
当
期
利
益
を

然
ら
ざ
る
方
法
に
比
べ
て
不
当
に
過
大
表
示
す
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
緕
果
は
過
大
の
所
得
税
、
法
人
税
の
決
定
を
招
来
す
る
こ

と
と
な
る
。
企
業
の
経
営
資
本
は
、
正
常
の
経
営
利
潤
を
超
過

し
た
景
気
利
潤
の
配
当
、
課
税
の
た
め
、
そ
れ
を
継
続
す
る
と

き
は
、
そ
の
実
質
的
維
持
が
不
可
能
と
な
り
、
資
本
の
喰
潰
し

と
な
る
か
ら
先
入
先
出
法
は
、
景
気
利
潤
の
排
除
、
正
確
な
期

間
利
潤
の
測
定
と
い
う
会
計
要
求
に
適
す
る
と
認
め
得
な
い
逆

に
反
対
の
結
果
を
惹
起
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
先
入
先
出
法
と

は
反
対
の
仮
定
を
表
わ
す
陵
人
北
出
法
は
、
期
末
に
近
く
取
引

さ
れ
た
棚
卸
資
産
の
部
分
が
、
販
売
に
チ
ャ
ー
ヂ
さ
れ
る
費
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
へ
（
三
三
二
）
．

で
あ
る
。
従
っ
て
期
末
棚
卸
資
産
は
期
首
或
い
は
期
首
に
近
く

取
得
さ
れ
た
部
分
の
原
価
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
、

こ
の
方
法
は
、
殆
ん
ど
同
じ
価
格
水
準
で
期
間
収
益
と
期
間

費
用
を
適
切
に
対
応
せ
し
め
る
た
め
の
会
計
工
夫
で
あ
る
か
ら

（
前
掲
会
計
調
査
韓
告
書
参
照
）
物
価
変
動
期
に
あ
っ
て
、
販
売

さ
れ
た
資
産
部
分
に
、
極
め
て
時
価
に
近
い
コ
ス
ト
で
も
っ
て
、

チ
ャ
ー
ヂ
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
価
額
の
相
違
か
ら
生
ず
る
イ

ン
ベ
ン
ト
リ
ー
、
プ
ロ
フ
ィ
ツ
ー
（
未
実
現
利
益
）
を
極
力
排

除
す
る
た
め
の
会
計
処
理
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で

わ
れ
わ
れ
は
最
近
の
ア
メ
リ
カ
の
会
計
実
践
が
、
先
入
先
出
法
、

基
準
棚
卸
法
か
ら
後
入
先
出
法
え
移
行
し
つ
つ
あ
る
事
惜
を
推

察
し
得
で
あ
ろ
う
。

　
伝
統
的
な
後
入
先
出
法
に
よ
る
棚
卸
資
産
計
算
は
全
資
産
の

棚
卸
を
必
要
と
し
、
各
頂
目
毎
に
後
入
先
出
価
額
を
計
算
す
る

必
要
が
あ
る
、
従
っ
て
極
め
て
多
数
の
棚
卸
頂
目
を
持
っ
企
業

に
と
っ
て
は
技
術
的
に
不
能
な
る
こ
と
が
あ
る
。
其
処
で
個
六

の
数
最
、
ま
た
は
原
価
の
対
応
を
必
．
英
と
す
る
煩
雑
を
防
け
る

た
め
に
考
案
さ
れ
た
の
が
弗
価
値
法
、
て
あ
っ
て
、
棚
卸
資
産
の



諸
頂
目
を
同
質
性
、
代
替
性
が
あ
る
考
え
ら
れ
る
適
当
な
い
く

つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
ち
、
一
グ
ル
ー
プ
に
含
ま
れ
た
各
頂
目

の
棉
対
的
変
化
を
無
視
し
て
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
弗
価

値
額
の
増
滅
に
よ
っ
て
棚
卸
計
算
を
な
さ
ん
と
す
る
方
で
あ
る
。

弗
価
値
法
は
期
末
棚
卸
資
産
を
期
首
価
額
及
び
期
末
価
額
で
評

価
す
る
の
で
あ
る
が
、
期
末
価
額
に
よ
る
期
末
棚
卸
在
高
を
期

首
額
で
計
算
る
場
合
、
そ
の
計
算
を
簡
単
化
す
る
た
め
に
指
数

を
用
い
る
こ
と
が
詐
さ
れ
て
い
る
（
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｏ
価
椅
指
数
構
成
方

法
拙
稿
立
命
館
数
済
学
第
一
巻
第
三
号
参
照
）
、
わ
が
国
税
法
も
せ

っ
か
く
後
入
先
出
棚
卸
評
価
方
法
を
認
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
同
様
に
弗
価
値
法
の
如
き
便
利
な
方
法
を
合
せ
認
め

る
様
な
ん
ら
か
の
形
に
お
い
て
改
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

な
お
目
下
注
目
を
お
び
て
い
る
原
価
差
額
期
末
処
理
を
巡
ぐ
る

問
題
、
売
面
棚
卸
法
の
各
種
評
価
方
法
え
の
適
用
等
棚
卸
資
産

評
価
上
重
要
な
諾
間
題
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
関
係
上
こ
れ
を

割
愛
し
後
日
に
譲
る
こ
と
と
し
た
。

棚
卸
資
産
評
価
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
寺
島
）

七
九
（
三
三
三
）


